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『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
は
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
の
史
料
で
、
平
成
十
四
年
（
二

〇
〇
二
）
に
八
戸
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
遠
山
家
旧
蔵
本
」
一
六
七
五
点
の
中

に
含
ま
れ
る
「
遠
山
家
日
記
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。「
遠
山
家
旧
蔵
本
」
は

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
遠
山
景
敏
氏
か
ら
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

最
初
に
遠
山
家
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
同
家
は
三
代
藩
主
南
部
通
信

の
時
、
元
禄
年
間
に
江
戸
で
二
万
石
の
八
戸
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
庄
太
夫
に
始
ま

る
。
当
初
の
知
行
高
は
一
〇
人
扶
持
一
〇
〇
石
格
式
で
、
幕
末
期
に
は
一
二
五
石
の

知
行
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
同
藩
の
総
藩
士
三
七
五
名
中
、
一
○
○
石
以
上

（
最
高
は
四
○
○
石
）
は
八
五
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
遠
山
家
は
上
級
藩
士
に
数
え

ら
れ
る
。
初
代
か
ら
五
代
ま
で
の
遠
山
家
は
江
戸
定
府
で
、
藩
主
の
側
に
仕
え
る
納

戸
役
や
用
人
を
勤
め
て
い
た
。
六
代
当
主
七
蔵
が
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
国
元

へ
の
引
越
を
命
じ
ら
れ
八
戸
城
下
に
移
り
、
同
四
年
に
は
城
に
近
い
番
丁
に
住
ん
で

い
た
。
以
後
、
七
代
庄
右
衛
門
・
八
代
庄
太
夫
は
藩
主
の
側
に
仕
え
る
事
も
あ
っ
た

が
、
目
付
や
寺
社
町
奉
行
な
ど
藩
の
要
職
を
勤
め
て
い
る
。
行
政
能
力
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
以
降
、
九
代
庄
七
、
十
代
安
次
郎
と
続
き
、
明

治
維
新
を
迎
え
る
。

　
「
遠
山
家
日
記
」
は
七
代
当
主
庄
右
衛
門
が
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
書
き

始
め
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
ま
で
の
足
か
け
一
二
八
年
間
、
当
主
が
代
々
書
き

　

八
戸
の
歴
史
双
書

『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
第
一
巻
〜
第
六
巻

福
井　

敏
隆

継
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
以
降
は
武
士
の
日
記
と
い
う
性
格
は
な
く
な
る
も

の
の
、
一
○
○
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
武
家
の
日
記
は
全
国
的

に
あ
ま
り
例
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
大
変
貴
重
で
あ
る
。
武
士
個
人
の
生
活
記
録
に

と
ど
ま
ら
ず
、
八
戸
藩
の
政
治
の
動
き
、
江
戸
時
代
の
経
済
、
社
会
の
動
き
を
知
る

上
で
も
貴
重
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
十
五
日

に
「
遠
山
家
日
記
」
一
一
一
点
は
歴
史
資
料
と
し
て
県
重
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
日
記

原
本
の
判
型
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
迄
は
美
濃
紙
竪
帳
で
あ
る
が
、
以
降
明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
迄
は
半
紙
横
半
帳
に
変
わ
る
。
基
本
的
に
は
清
書
し
て

い
る
日
記
で
あ
る
。
そ
の
後
は
既
製
の
日
記
帳
や
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
。
明
治

十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
も
の
は
三
種
類
あ
り
、
一
冊
は
竪
帳
で
あ
る
。
ま
た
、
遠

山
景
輔
（
十
代
安
次
郎
の
息
子
）
が
書
い
た
明
治
三
十
九
年
十
二
月
の
冬
休
み
中
の

日
記
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
各
巻
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

　

第
一
巻
は
寛
政
四
年
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
ま
で
の
十
七
年
分
（
文
化
五

年
分
は
欠
本
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
四
年
は
七
代
庄
右
衛
門
が
家
督
を
継
い

だ
翌
年
に
あ
た
る
。
庄
右
衛
門
（
初
め
平
馬
を
名
乗
る
）
は
六
代
七
蔵
の
養
子
と

な
っ
て
遠
山
家
を
継
い
だ
人
物
で
、
実
父
は
藩
の
家
老
中
里
清
左
衛
門
で
あ
っ
た
。

日
記
を
書
き
始
め
た
動
機
は
生
家
を
出
て
遠
山
家
の
当
主
と
な
っ
た
庄
右
衛
門
の
決

意
表
明
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
里
家
は
城
の
内
丸
に
屋
敷
を
持
っ
て
お
り
、

頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
様
子
が
「
遠
山
家
日
記
」（
以
下
「
日
記
」
と
略
記
）
に

は
書
か
れ
て
い
る
。
父
や
兄
多
膳
と
政
治
向
き
の
話
を
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

ら
の
記
述
は
な
い
。
正
月
の
年
頭
祝
儀
に
始
ま
る
数
々
の
年
中
行
事
、
神
社
の
祭
礼
、

冠
婚
葬
祭
に
ま
つ
わ
る
記
事
が
多
い
。
こ
れ
は
「
日
記
」
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
寛
政
年
間
は
八
戸
藩
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
、
藩
士
か
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ら
の
借
上
も
多
く
、
天
候
不
順
が
続
き
農
作
物
の
出
来
も
悪
か
っ
た
。
こ
の
た
め
遠

山
家
の
家
計
も
苦
し
か
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
上
級
藩
士
と
し
て
の

体
面
も
保
つ
必
要
も
あ
り
、
久
慈
と
葛
巻
（
共
に
岩
手
県
久
慈
市
と
葛
巻
町
）
の
知

行
地
の
百
姓
達
に
手
伝
い
金
を
出
さ
せ
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
は
家
を
新

築
し
て
い
る
。
江
戸
へ
の
勤
番
登
り
の
場
合
も
、
藩
か
ら
舫も

や
い
き
ん金

を
借
り
な
が
ら
、

百
姓
達
に
も
手
伝
金
を
出
さ
せ
て
お
り
、
知
行
地
頼
み
の
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
一

方
で
、
年
の
暮
れ
に
は
、
名
主
や
百
姓
を
屋
敷
に
招
い
て
椀お

う
ば
ん飯

振ぶ
る
ま
い舞

を
行
う
な
ど
知

行
地
の
経
営
に
気
を
使
っ
て
い
る
様
子
も
あ
り
面
白
い
。

　

第
二
巻
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
か
ら
同
十
二
年
ま
で
の
六
年
間
を
収
録
し
て

い
る
。
記
録
者
は
庄
右
衛
門
で
、
筆
ま
め
に
冠
婚
葬
祭
や
年
中
行
事
の
記
事
を
多
く

書
い
て
い
る
。
同
九
年
七
月
に
庄
右
衛
門
は
寺
社
町
奉
行
に
任
じ
ら
れ
法
霊
祭
礼
で

後
乗
り
を
し
て
い
る
。
八
戸
藩
で
は
寺
社
町
奉
行
の
役
所
は
な
く
、
自
宅
で
執
務
し

て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
家
計
の
事
で
は
、
中
居
林
や
梨
の
木
平
の
百
姓
と
、

野
菜
と
の
交
換
で
下
肥
を
渡
し
て
い
る
記
事
が
あ
り
、
か
な
り
細
か
い
勘
定
が
な
さ

れ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
庄
右
衛
門
の
後
妻
が
危
篤
状
態
か
ら
奇
跡
的
に
快
方
に
向

か
っ
た
記
事
も
興
味
深
い
。
隣
家
の
河
内
屋
が
何
か
と
世
話
を
焼
い
て
い
て
、
武
士

と
町
人
と
い
う
身
分
関
係
を
超
え
た
繫
が
り
が
覗
わ
れ
る
。

　

第
三
巻
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
ま
で
の
六

年
間
を
収
録
し
て
い
る
。
同
十
二
年
二
月
に
庄
右
衛
門
は
江
戸
勤
番
と
な
り
、
以
降

は
長
男
の
万
之
丞
が
早
死
し
た
た
め
、
次
男
で
嫡
子
と
な
っ
た
屯た

む
ろが

書
き
継
い
で
い

る
。
し
か
し
、
同
十
四
年
四
月
に
庄
右
衛
門
が
八
戸
に
帰
っ
て
来
る
と
庄
右
衛
門
が

日
記
を
書
き
出
し
た
よ
う
で
書
体
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

に
主し

ゆ
ほ
う
が
え

法
替
、
つ
ま
り
藩
政
改
革
が
は
じ
ま
る
。
庄
右
衛
門
は
立
花
文
助
、
野
村
武

一
、
嶋
守
万
之
丞
と
共
に
主
法
替
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
御
調

と
と
の
え

役
所
が
設
立
さ
れ

る
。
し
か
し
庄
右
衛
門
は
目
付
役
・
寺
社
奉
行
を
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
。
以
降
は
門

番
役
と
い
う
閑
職
を
勤
め
て
い
る
。
野
村
武
一
に
よ
る
藩
政
改
革
の
標
的
に
さ
れ
た

ら
し
い
。
庄
右
衛
門
の
娘
み
え
は
、
七な

ら
さ
き崎

屋
の
一
族
松
橋
甚
太
郎
の
妻
で
あ
り
、
野

村
に
よ
る
七
崎
屋
潰
し
に
際
し
、
一
族
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
遠
山
家
に

と
っ
て
は
暗
い
記
事
が
続
く
。
同
四
年
に
は
松
橋
一
族
が
処
分
さ
れ
る
が
、
庄
右
衛

門
は
す
ぐ
に
娘
み
え
の
離
縁
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
娘
が
処
分
さ
れ
る
の
を
避
け
る

た
め
で
あ
っ
た
。

　

第
四
巻
は
文
政
五
年
か
ら
十
年
（
一
八
二
七
）
ま
で
の
六
年
間
を
収
録
し
て
い
る
。

庄
右
衛
門
は
文
政
五
年
に
売
市
御
番
所
か
ら
南
御
門
番
に
勤
務
が
替
わ
っ
て
い
る
。

庄
右
衛
門
は
門
番
勤
務
を
し
て
い
る
も
の
の
、
病
（
江
戸
勤
番
に
よ
っ
て
生
じ
た
脚

気
）
に
苦
し
む
様
子
や
欠
勤
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
て
同
八
年
五
月
、
庄

右
衛
門
は
隠
居
し
、
六
月
に
嫡
子
の
屯
が
家
督
を
継
ぎ
八
代
目
当
主
と
な
っ
た
。
し

か
し
「
日
記
」
は
依
然
と
し
て
庄
右
衛
門
が
書
い
て
い
る
。
こ
の
巻
の
記
事
の
特
徴

と
し
て
は
、
遠
山
家
に
女
性
の
駆
け
込
み
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
文
政
六
年
十
月
の
是
川
村
館
前
勘
之
丞
の
姪
さ
よ
、
同
年
十
二
月
の
湊
村
新
丁

孝
八
の
娘
そ
よ
、
同
九
年
八
月
の
十
八
日
町
市
十
郎
の
弟
の
嫁
、
同
十
年
七
月
の
馬

喰
町
新
八
の
嫁
と
よ
が
駆
け
込
ん
で
来
て
い
る
。
庄
右
衛
門
が
寺
社
町
奉
行
を
勤
め

た
た
め
、
屋
敷
が
駆
込
寺
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
五
巻
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
ま
で
の
六

年
間
（
弘
化
三
年
は
欠
本
）
を
収
録
し
て
い
る
。
書
き
手
は
屯
で
あ
る
。
庄
右
衛
門

は
文
政
十
二
年
八
月
に
死
去
し
た
。
天
保
十
二
年
正
月
に
屯
は
江
戸
勤
番
を
命
じ
ら

れ
、
四
月
に
江
戸
に
登
っ
た
。
こ
の
旅
費
や
生
活
費
に
つ
い
て
、
知
行
地
の
百
姓
に
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手
伝
金
を
命
じ
て
い
る
。
江
戸
で
は
産
物
取
締
役
に
任
じ
ら
れ
た
。
大
豆
・
〆
粕
・

鉄
を
江
戸
で
売
り
さ
ば
く
責
任
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
豆
や
〆
粕
の
値
段
を
こ
ま

め
に
記
録
し
て
お
り
、
父
庄
右
衛
門
ゆ
ず
り
の
筆
ま
め
さ
が
見
て
取
れ
る
。
同
十
三

年
五
月
に
江
戸
勤
番
は
終
わ
り
、
六
月
に
八
戸
に
戻
っ
て
く
る
が
、
江
戸
で
の
記
録

は
「
江
戸
勤
番
日
記
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
同
月
、
屯
は
寺
社
町
奉
行
に
任
命
さ

れ
た
。
江
戸
で
は
八
代
藩
主
信
真
が
隠
居
し
、
九
代
藩
主
信
順
（
薩
摩
藩
か
ら
の
養

子
）
に
変
わ
る
。
屯
は
こ
の
年
か
ら
庄
太
夫
を
名
乗
る
。
庄
太
夫
は
同
十
四
年
に
ま

た
江
戸
勤
番
が
命
じ
ら
れ
、
養
子
と
し
た
実
弟
五
十
三
郎
を
伴
っ
た
。
江
戸
で
は
ま

た
産
物
取
締
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
業
務
は
か
な
り
忙
し
い
よ
う
だ
。
閏
九
月
末
の
記

事
で
は
、
江
戸
に
運
ば
れ
た
大
豆
は
一
万
五
○
○
○
石
余
り
で
、
代
金
は
一
万
三
五

○
○
両
程
だ
と
記
し
て
い
る
。
江
戸
か
ら
八
戸
に
計
八
○
○
○
両
が
送
金
さ
れ
た
。

こ
の
送
金
記
事
は
、
江
戸
の
「
用
人
所
日
記
」
に
も
国
元
八
戸
の
日
記
に
も
殆
ど
記

載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、「
日
記
」
の
記
事
は
重
要
で
あ
る
。
同
十
五
年
五
月
に

八
戸
に
戻
っ
た
。
江
戸
に
い
る
間
、
大
殿
（
前
藩
主
信
真
）
の
住
ん
で
い
る
深
川
屋

敷
に
出
向
い
て
い
る
記
事
も
あ
り
、
藩
主
信
順
が
八
戸
に
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
藩

政
へ
の
指
示
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
二
年
に
は
実
弟
の
五
十
三
郎
が
嫡

子
と
な
り
、
庄
馬
と
改
名
し
て
い
る
。
同
四
年
大
殿
信
真
が
死
去
し
た
。
庄
太
夫
は

老
眼
と
な
り
、
眼
鏡
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
五
月
に
は
江
戸
勤
番
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
。「
日
記
」
は
嫡
子
の
庄
馬
が
そ
の
後
を
書
き
継
い
だ
。

　

第
六
巻
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ま
で
の
六
年

間
を
収
録
し
て
い
る
。
弘
化
四
年
六
月
以
降
、
嘉
永
元
年
四
月
ま
で
は
「
江
戸
勤
番

日
記
」
で
あ
り
、
庄
太
夫
が
書
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
時
期
の
嘉
永
元
年
元
旦

か
ら
五
月
四
日
ま
で
の
「
日
記
」
を
庄
馬
が
書
い
て
い
る
。
以
降
は
八
戸
に
戻
っ
た

庄
太
夫
が
書
く
と
い
う
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
。
弘
化
四
年
六
月
、
江
戸
に
登
っ
た
庄

太
夫
は
、
三
度
目
の
産
物
取
締
役
に
就
任
し
た
。
そ
の
た
め
、
八
戸
で
の
寺
社
町
奉

行
の
職
は
解
か
れ
た
。
江
戸
で
の
任
務
は
気
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
江

戸
藩
邸
の
長
屋
で
夕
方
か
ら
将
棋
を
指
し
た
り
、
藩
士
同
士
で
「
八
犬
伝
」
等
の
本

の
貸
し
借
り
を
し
た
り
、
休
日
に
は
銭
湯
へ
行
っ
た
り
と
、
仕
事
以
外
の
記
述
も
多

い
。
水
天
宮
・
西
久
保
八
幡
・
芝
神
明
等
へ
の
参
詣
も
し
て
い
た
。
江
戸
で
の
勤
番

藩
士
の
生
活
の
一
端
が
見
て
と
れ
る
。
嘉
永
元
年
の
「
日
記
」
に
は
四
月
に
八
戸
で

「
御
国
通
用
金
札
」（
い
わ
ゆ
る
藩
札
）
の
引
き
揚
げ
や
交
換
停
止
の
記
事
が
見
え
る
。

こ
の
事
に
つ
い
て
は
国
元
の
日
記
に
記
載
が
な
く
貴
重
で
あ
る
。
八
戸
に
戻
っ
た
庄

太
夫
は
再
び
寺
社
町
奉
行
に
就
任
し
た
。
こ
の
年
、
遠
山
家
で
は
屋
敷
の
玄
関
普
請

を
し
て
お
り
、
玄
関
周
り
を
一
新
し
た
。
同
二
年
正
月
に
庄
太
夫
は
遊
行
上
人
巡
国

御
用
掛
と
な
っ
た
。
時
宗
法
主
に
よ
る
全
国
的
布
教
活
動
で
あ
る
が
、
幕
府
公
認
を

受
け
て
い
る
た
め
、
各
藩
で
も
厚
遇
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
八
戸
城
下
に
は
時

宗
寺
院
は
な
く
、
宿
舎
の
手
配
や
対
応
等
で
庄
太
夫
は
苦
労
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

九
月
に
は
長
者
山
で
抱
相
撲
の
興
行
が
あ
っ
た
。
八
戸
藩
で
は
、
江
戸
で
活
躍
す
る

力
士
を
お
抱
え
と
し
、
藩
の
化
粧
ま
わ
し
を
つ
け
さ
せ
て
土
俵
に
上
げ
て
、
八
戸
の

宣
伝
を
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
一
〇
〇
人
ほ
ど
が
来
八
し
、
藩
主
信
順
も
見
物
を
し

た
。
同
三
年
に
は
正
月
十
五
日
に
田
植
え
（
え
ん
ぶ
り
）
が
城
内
の
御
広
鋪
に
上

が
っ
た
記
事
が
見
え
る
。
豊
作
祈
願
の
行
事
の
た
め
、
藩
と
し
て
も
城
内
で
の
演
舞

を
認
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
庄
馬
の
嫁
が
女
の
子
を
出
産
し
た
あ
と
、

産
婦
見
舞
い
客
が
、
棒
焼
ふ
・
丸
焼
ふ
・
せ
ん
べ
い
・
蕎
麦
を
持
参
し
て
い
る
記
事

が
目
を
引
く
。
庄
太
夫
は
非
番
の
時
、
釣
り
や
鴨
取
り
に
行
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。

同
四
年
に
は
江
戸
藩
邸
の
奥
向
き
が
完
成
し
、
二
月
の
新
殿
開
き
の
祝
儀
が
行
わ
れ
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藩
主
信
順
が
ご
満
悦
だ
っ
た
旨
の
記
事
が
あ
る
。
十
一
月
に
は
鰯
が
大
漁
と
聞
き
、

都
合
四
篭
分
を
買
っ
て
お
り
、「
珍
し
き
大
鰯
の
上
、
油
沢
山
こ
れ
有
」
と
記
し
て

い
る
。
食
料
と
し
て
よ
り
、
灯
明
用
の
魚
油
を
絞
る
た
め
に
購
入
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
同
五
年
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
庄
太
夫
が
趣
味
で
菊
栽
培
を
し
て

い
る
事
で
あ
る
。
現
在
、
八
戸
の
「
市
の
花
」
は
菊
で
あ
る
。
八
戸
地
方
は
江
戸
時

代
か
ら
菊
作
り
が
盛
ん
で
、
食
用
の
「
阿
房
宮
」
と
観
賞
用
の
「
奥
州
菊
」
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
五
月
に
植
え
た
菊
を
九
月
に
収
穫
し
、
手
作
り
の
菊
の
花
・
あ
ほ
ふ

（
阿
房
宮
）
三
○
・
せ
い
ら
ん
（
青
嵐
）
二
○
を
河
内
屋
八
十
郎
ほ
か
六
人
に
配
っ

て
お
り
、
栽
培
上
手
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
十
二
月
に
は
久
慈
京
森
村
の
三
年
ほ
ど
年

貢
が
未
納
で
あ
っ
た
百
姓
に
対
し
て
、
残
り
二
両
に
つ
い
て
は
二
十
日
ま
で
に
期
日

を
守
り
納
め
る
よ
う
に
と
庄
太
夫
が
厳
し
く
申
し
渡
し
て
い
る
。
菊
作
り
に
精
を
出

し
な
が
ら
も
、
地
方
知
行
主
と
し
て
の
厳
し
い
顔
も
覗
か
せ
て
い
る
。

　

以
上
、
既
刊
の
六
巻
に
つ
い
て
、
気
に
な
っ
た
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
東
北
の

二
万
石
と
い
う
小
藩
の
武
士
の
生
活
記
録
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
備
忘
の
た
め

の
記
録
で
あ
っ
た
り
、
家
の
行
事
等
で
あ
っ
た
り
と
、
必
ず
し
も
政
治
向
き
の
記
述

は
多
く
な
い
が
、
藩
の
公
式
記
録
に
載
っ
て
い
な
い
記
事
も
あ
る
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
に
は
是
非
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
残
り
の
分
に
つ
い
て
は
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
ま
で
を
今
後
三
冊
で
刊
行
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
三
・
四
年
（
一
八
九
一
・
二
）
に
か
け
て
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

で
も
『
八
戸
藩
遠
山
家
日
記
』
上
下
二
冊
が
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
か
ら
天
保

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
迄
の
一
三
年
間
分
を
刊
行
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
照
を
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
第
一
巻
、
Ａ
5
判
、
五
八
九
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
市
史
編
纂
室
編
、
八
戸
市
、

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
発
行
、
定
価
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

（
第
二
巻
、
Ａ
5
判
、
四
八
三
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
市
史
編
纂
室
編
、
八
戸
市
、

平
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日
発
行
、
定
価
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

（
第
四
巻
、
Ａ
5
判
、
五
○
七
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
市
史
編
纂
室
編
、
八
戸
市
、

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
発
行
、
定
価
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

（
第
五
巻
、
Ａ
5
判
、
六
二
五
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
編
、
八
戸
市
、
平
成
二
十
八

年
九
月
三
十
日
発
行
、
定
価
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

（
第
六
巻
、
Ａ
5
判
、
五
九
五
頁
、
八
戸
市
立
図
書
館
編
、
八
戸
市
、
平
成
二
十
九

年
九
月
二
十
九
日
発
行
、
定
価
二
五
七
〇
円
（
税
込
））

※
注
文
に
つ
い
て
は
、
八
戸
市
内
の
書
店
、
ま
た
は
八
戸
市
立
図
書
館
歴
史
資
料
グ

ル
ー
プ　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
〇
一
七
八
）
七
三
―
三
二
三
四
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か　

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
会
員
）


